
 

◎創世記４０章を振り返りましょう 

 

 

 

◎創世記４１：１―１３を読みましょう 

１．「それから二年後」というのは何を意味していますか（１節）。 

 

２．ファラオ（エジプト王）はどんな夢を見ましたか（２～８節）。 

 

３．ファラオの夢のことを聞いて、献酌官は何を告白しましたか（９～１３節）。 

 

 

◎創世記４１：１４―４５を読みましょう。 

１．ヨセフはファラオの夢を聞いてどのように解き明かしましたか（２５～３２節）。 

 

２．ヨセフはエジプトが滅びないためにどんな提案をしましたか（３３～３６節）。 

 

３．ファラオは夢の解き明かしを聞いてヨセフをどうしましたか（３７～４５節）。 

 

 

◎創世記４１：４６―５７を読みましょう。 

１．エジプトの宰相（大臣）となったヨセフはどうしましたか（４６～４９節）。 

 

２．ヨセフは二人の子どもにどんな名前をつけましたか。そこにはどんな意味がありますか。 

 

３．七年間の飢饉が始まってどうなりましたか。ヨセフがしたことはどんな影響を与えましたか。 

 

 

◎一緒に考えてみましょう 

１．ヨセフは監獄にいた二年間、どんなことを考えていたでしょうか。 

 

２．ファラオの前に連れてこられた時、ヨセフは何を思ったでしょうか。 

 

３．神はヨセフを通してどんな計画を立てておられたのでしょうか。 

 

 

＊終わりに、今朝の学びのタイトル（主題）を考えてみましょう 

「           」 

 


